
自
然
再
生
・
生
物
多
様
性
の
保
全

自
然
再
生
・
生
物
多
様
性
の
保
全

自
然
再
生
・
生
物
多
様
性
の
保
全

２
月
１
９
日(

水)

、
当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
庁
舎
前

で
、
会
員
１
６
名
の
参
加
を
得
て
、
本
年
度
最
後
の
「
雷

２
月
１
０
日(

月)

、
釧
路
市
内

２
月
５
日
（
水
）
、
第
１
２
回
フ
ィ

別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

で
、
個
人
、
関
係
団
体
及
び
関
係
行

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
厳
寒
の
ヨ

始
め
に
、
次
年
度
の
活
動
予
定
及
び
活
動
内
容
に
つ
い

政
機
関
が
参
加
し
て
、
第
１
９
回

シ
湿
原
を
歩
く

～
シ
ラ
ル
ト
ロ
エ
ト

て
意
見
交
換
。
雷
別
の
自
然
再
生
事
業
地
が
激
し
い
エ
ゾ

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会
が
開
催

ロ
川
～
」
が
開
催
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー

シ
カ
に
よ
る
食
害
と
降
雨
に
よ
る
土
砂
の
流
出
が
発
生
し

さ
れ
ま
し
た
。

は
そ
の
上
流
で
行
っ
て
い
る
雷
別
自
然

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
防
鹿
柵
の
設
置
と

こ
の
協
議
会
は
「
自
然
再
生
推
進

再
生
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

現
地
の
サ
サ
を
利
用
し
、
束
ね
て
表
流
水
の
勢
い
を
弱
め

法
」(

平
成
１
４
年
１
２
月
１
１
日

開
催
日
前
に
暖
か
い
日
が
続
き
、
川

る
た
め
の
粗
朶
束
（
そ
だ
た
ば
）
の
設
置
を
提
案
。
「
会
員

法
律
第
１
４
８
号)

に
基
づ
き
、
平

を
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
、
川
沿
い
を
遡

は
ご
高
齢
な
方
や
女
性
が
中
心
な
の
で
実
施
に
不
安
が
・

成
１
５
年
１
１
月
に
発
足
し
た
も
の

上
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
案
内

・
。
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
事
前
に
試
行
す

で
、
釧
路
湿
原
と
そ
の
流
域
で
実
施

人
の
新
庄
久
志
先
生
（
環
境
フ
ァ
シ
リ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
る
、
湿
原
再
生
、
旧
川
復

テ
ー
タ
ー
）
の
分
か
り
や
す
く
爽
や
か

そ
の
後
、
庁
舎
前
庭
に
場
所
を
移
し
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ

元
、
土
砂
流
入
対
策
、
水
循
環
、
森

な
語
り
口
に
参
加
者
は
静
か
に
耳
を
傾

ナ
ノ
キ
等
の
冬
芽
の
観
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は

林
再
生
及
び
再
生
普
及
の
取
組
み
に

け
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、

随
分
と
冷
込
み
、
寒
さ
が
厳
し
い
中
で
の
観
察
会
と
な
り

つ
い
て
、
討
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
間
の
手
が
入
っ
て
土
砂
が
貯
ま
っ

ま
し
た
が
、
会
員
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
耳
を
傾
け
て
い
ま

議
題
の
主
な
も
の
は
、
本
年
度
開

た
と
こ
ろ
の
樹
木
は
密
生
し
て
真
っ
直

し
た
。

催
さ
れ
た
各
小
委
員
会
で
の
論
議
内

ぐ
伸
び
、
都
会
の
高
層
ビ
ル
、
元
々
の

容
の
報
告
で
、
当
セ
ン
タ
ー
は
森
林

自
然
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
背
が
低

ヤ
チ
ダ
モ
の
説
明

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
に
は
大
き
な
花
芽
が

再
生
小
委
員
会
に
つ
い
て
の
報
告
の

く
、
幹
や
枝
が
広
が
っ
て
郊
外
の
一
軒

中
で
、
雷
別
地
区
自
然
再
生
事
業
計

家
。
」
と
い
っ
た
説
明
。
フ
ィ
ー
ル
ド

画
書
作
成
後
５
年
間
の
事
業
実
施
内

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
来
年
も
開
催
し
ま

容
の
点
検
及
び
雷
別
地
区
自
然
再
生

す
の
で

h
t
tp
:/
/
h
e
c
o
-
sp
c
.
o
r
.
j
p
/

事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
論
議

k
u
s
h
i
r
o
/
c
a
t
e
g
o
r
y
/
w
n
e
w
s
/

を
ご

の
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

注
目
下
さ
い
。

ま
た
、
釧
路
湿
原
全
体
構
想
が
策

定
さ
れ
て
来
年
３
月
で
１
０
年
目
を

迎
え
、
見
直
し
の
作
業
に
入
る
時
期

融
け
て
し
ま
っ
た
川

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
足
跡

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
め
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
了
承
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
協
議
会
終

了
後
、
直
ち
に
第
１
回
釧
路
湿
原
全

体
構
想
見
直
し
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
が
開
催
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
手
法

に
よ
り
見
直
し
を
行
う
の
か
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

｢

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部｣

会
員
募
集

「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
で
は
、
自
然
再
生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
う
会
員
を
随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
等
は
不
要
で
す
が
、
活
動
す
る
に
当
た
り
、
傷
害
保
険
へ
ご

加
入
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
費
用
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
、
当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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釧
路
ふ
れ
セ
ン
所
長
の
「
ぶ
ら
り
探
訪
」

さ
て
、
い
よ
い
よ
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
で
す
。
樹
木

の
代
理
と
し
て
、
釧
路
で
回
漕
業
を
営
む
西
川
幸

第
３
回

弟
子
屈
国
有
林
そ
の
１

に
囲
ま
れ
た
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
と
、
蒸
気
を
あ
ち

右
衛
門
が
経
営
し
た
後
、
明
治
１
８
年
に
硫
黄
山

こ
ち
で
吹
き
上
げ
る
、
大
き
な
山
容
が
突
然
現
れ

の
権
利
は
、
函
館
で
銀
行
業
を
営
む
山
田
慎
に
移

こ
の
日
は
休
日
を
利
用
し
て
、
弟
子
屈
町
の
ア

ま
し
た
。
こ
こ
も
国
有
林
で
す
。
こ
こ
は
土
地
の

り
ま
し
た
。
山
田
は
、
明
治
１
８
年
に
標
茶
に
開

ト
サ
ヌ
プ
リ
を
訪
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

酸
度
が
高
く
、
植
生
は
限
ら
れ
た
樹
種
で
構
成
さ

庁
し
た
、
釧
路
集
治
監(

し
ゅ
う
じ
か
ん)

の
囚
徒

釧
路
か
ら
国
道
３
９
１
号
を
北
上
。
非
常
に
天

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
ん
な
低
い
標
高(

１
５

を
、
安
い
賃
金
で
豊
富
に
利
用
す
る
こ
と
を
考

気
が
良
か
っ
た
の
で
予
定
を
変
更
し
、
摩
周
湖
に

０
ｍ
程
度)

で
、
ハ
イ
マ
ツ
が
見
ら
れ
る
と
は
驚

え
、
囚
徒
の
貸
下
げ
を
集
治
監
に
申
請
。
集
治
監

立
ち
寄
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

異
的
で
す
。
以
前
、
南
ア
ル
プ
ス
の
光
岳(

て
か

は
外
役(

外
で
の
仕
事)

の
で
き
な
い
積
雪
期
の
作

し
か
し
、
摩
周
湖
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
天
気
が

り
だ
け)

に
、
世
界
最
南
端
の
ハ
イ
マ
ツ
群
落
を

業
と
し
て
認
可
し
、
山
田
と
の
間
で
１
０
年
間
の

悪
化
。
な
ん
と
か
、
摩
周
湖
が
見
え
る
状
態
で
し

見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
標
高

雇
役
契
約
を
締
結
。
さ
ら
に
、
根
室
県
令
に
「
鉱

た
。
摩
周
湖
と
そ
の
周
辺
の
森
林
は
、
根
釧
西
部

２
０
０
０
ｍ
を
は
る
か
に
超
え
る
高
さ
で
し
た
。

物
運
搬
用
鉄
道
敷
設
願
」
を
提
出
し
て
、
１
５
年

森
林
管
理
署
が
管
轄
す
る
国
有
林
で
す
。

ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
と
言
え
ば
、
明
治
時
代
の
硫
黄

間
の
無
償
借
地
が
認
め
ら
れ
、
釧
路
の
春
鳥
炭
山

展
望
は
今
一
歩
で
し
た
が
、
美
し
い
花
々
が
出

採
掘
を
巡
る
悲
惨
な
囚
人
労
働
に
つ
い
て
、
語
ら

の
採
掘
権
も
手
に
入
れ
て
、
鉄
道
の
燃
料
も
確

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
、
ウ
ラ
ジ
ロ
タ
デ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
当
時
、
硫
黄
は
火
薬
の

保
。
と
こ
ろ
が
、
山
田
の
経
営
す
る
銀
行
が
う
ま

(

雌
花)

は
、
名
前
か
ら
想
像
が
つ
か
な
い
程
美
し

原
料
の
ほ
か
、
世
界
的
な
化
学
工
業
の
進
展
で
需

く
行
か
ず
、
採
掘
は
財
閥
の
創
始
者
Ｙ
と
契
約
の

く
、
感
動
し
ま
し
た
。
一
方
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

要
が
高
ま
り
、
石
炭
と
と
も
に
北
海
道
の
重
要
な

う
え
共
同
事
業
と
し
、
Ｙ
は
積
極
的
に
投
資
。
明

も
国
外
の
外
来
種
が
。
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
は
、
あ
ち

鉱
物
資
源
と
し
て
、
明
治
初
期
に
は
、
米
国
向
け

治
２
０
年
に
は
、
人
夫
３
０
０
名
と
囚
徒
３
０
０

こ
ち
で
群
落
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
東
洋
系
の
外

の
花
形
輸
出
商
品
で
し
た
。

名
で
、
僅
か
数
ヶ
月
で
、
標
茶
か
ら
跡
佐
登
ま
で

国
人
観
光
客
が
、
沢
山
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

こ
の
山
に
、
経
済
的
価
値
を
見
い
だ
し
た
の

の
鉄
道
本
線
と
、
途
中
か
ら
旧
精
錬
所
に
至
る
ま

れ
ら
の
花
を
見
て
「
マ
シ
ュ
ウ
コ
、
ワ
ン
ダ
フ

は
、
釧
路
で
漁
場
持(

ぎ
ょ
ば
も
ち)

を
し
て
い
た

で
の
支
線
が
完
成
。
こ
れ
が
、
北
海
道
で
２
番
目

ル
！
」
と
思
わ
れ
た
く
な
い
も
の
で
す
。

佐
野
孫
右
衛
門(

四
代
目)

。
明
治
９
年
に
開
拓
使

の
鉄
道
と
な
り
ま
し
た
。

続

く

次
に
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
の
情
報
を
得
る
た
め
に

に
借
区
願
を
出
し
、
１
５
カ
年
の
借
区
が
認
め
ら

「
川
湯
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
」
へ
。
沢

れ
ま
し
た
が
、
明
治
１
３
年
に
病
気
で
引
退
。
経

山
の
シ
ナ
ノ
キ(

科
の
木
、
又
は
木
偏
に
品)

が
開

営
は
実
弟
の
儀
十
郎(

五
代
目
孫
右
衛
門)

に
引
き

花
し
、
と
て
も
爽
や
か
な
香
り
が
セ
ン
タ
ー
周
辺

継
が
れ
ま
し
た
が
翌
年
死
去
。
そ
の
後
、
佐
野
家

を
包
ん
で
い
ま
し
た
。

▽ 摩周湖（第１展望台）

▽ ウラジロタデ（雌花）

▽ フランスギクとセイヨウノコギリソウ

▽ シナノキの花

▽ アトサヌプリ（硫黄山）
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